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小文は、パキスタンにおける邪視をめぐる習俗についてウルドゥ
ー語の慣用句となっているものをまとめたものである。邪視
(naẕar)は、英語の evil eye を南方熊楠が翻訳したもので [南方
1984:298]、世界各地に見られる現象である1。南アジアでも一般的
に知られるこの現象は宗教を超えて浸透している[小松原 2006]。 
パキスタンにおける邪視の調査は、筆者が 2006 年夏に現地滞在
中に実施したもので、邪視に関連する事物、慣用句、諺、体験談
などを収集した。 
まず、文献に見られる邪視の習俗に関し、世界における邪視の
習俗、ペルシア語『果樹園 Būstān』に見られる邪視に関する記録、
聖書およびクルアーンにみられる邪視の記述、およびウルドゥー
詩や慣用句に見られる邪視などを紹介した。ウルドゥー語の慣用
句の中には、naẕar utarnā(邪視が落ちる) 、naẕar utārnā(邪視を落と
す)、 cashm-e bad dūr(邪視よ去れ)、cashm zakhm ānā(目が傷つく(邪
視がつく))、 nigāh bad karnā(悪い目線を注ぐ)など多数あり、古典
から現代作品まで、多くの詩人の作品中に現れる2。これらの事例
を見れば、邪視という概念がいかに南アジアの人々の身近にあっ
たかが想像できるのである。また、女性固有の邪視に関する慣用
句は女性慣用句辞典[Ashmarī]から抽出した。 
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1 邪視の概念およびわが国における邪視の研究の歴史については、
[奥西 1992:452-465]が詳述している。 
2 詩句を集めるに当たり、畏友スハイル・アッバース・ハーン(Dr. Suhail 
‘Abbās Khān、現東京外国語大学外国人教員)の多大なご教示を得た。ここに
記して謝意を申し上げたい。 































